
    

 ２００÷１３＝１５.３… 

なので、１５前後の数で見てみましょう。 

１から２００までの整数の中に 

１４だと   ２００÷１４＝１４.２… なので、倍数は１４個 

１５だと   ２００÷１５＝１３.３… なので、倍数は１３個 

１６だと   ２００÷１６＝１２.５  なので、倍数は１２個 

したがって この整数は１５です。 

１５の倍数の和は 

 １５＋３０＋…＋１９５ 

＝１５×（１＋２＋…＋１３） 

＝１５×（１４×１３÷２） 

＝１５×９１ 

＝１３６５ 

                    答え １５、和は１３６５  

 

◆問題  

１から２００までの整数の中に、ある整数の倍数が１３個あります。 

この整数はいくつでしょうか。また、この１３個の数の和を求めなさい。 


